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3．第8次航海報告（Report on the 8th Cruise）
3．1航海の概要及び航海日程（General Account and Cruise ltineraries）
  第8次航海は、東京水産大学専攻科学生27名、大学院生16名（留学生5名含む）、実
  習補佐員8名、乗船教官9名が乗船し、平成14年10月7日から平成14年10月19
  日までの13日間行われた。本航海は、昨年度から大学院生のための漁業調査実習とし
  て行われている。今回の実習の目的は、計量漁探の原理・使用方法や調査解析、漁獲
  物の測定及び整理、資源量の算出、海洋観測機器による漁場環境：の測定である。また
  専攻科学生には各航路航行における各航法および潮流計算等の訓練実習と、東シナ海
  でのトロール操業実習・観測機器運用実習が行われそれぞれレポートの提出が科せら
  れた。航海は当初、大学院生も含めた火災訓練及び退団訓練などの総練を実施した。
  トロール操業終了後の漁具収納や船体手入れのため沖縄県阿嘉島沖に錨廻した後、沖
  縄那覇港に寄港した。なお中層トロールは漁具のからみにより中止した。
  ① 航海学 日本沿岸を航行するため地文航法を中心とし、航程（船速）・針路（方
    位）・虚位・レーダーなどの航海計器に関した原理・操作・精度・誤差等、航海
    航海計画、海図図式、潮汐、航路標識について基礎的な実習を行った。
  ②運用学 本船の種類・構造および主要要目において船舶の設備や属具について実物
    と比較しながらその種類・操作・規定について実習を行った。操縦性能に関しては、
    舵性能・可変ピッチプロペラ作用・運動性能および外力の影響について実習を行っ
    た。気象通報やNOAAひまわり画像データなどの情報を元に航海気象の変化につ
    いて実習した。航海当直においては操舵・各信号類・GMDSS機器等の説明、日誌
    類への記入、荒天の準備等の実習およびSOLASによる消火・救命・退船（Photo．
    1）等および操船シミュレーション（Photo．2）による操船訓練を実施した。
Photo．1 Boat drill Photo．2 Ship simulation
③海事法規海上交通3法（海上衝突予防法・海上交通安全法の他、船員法、船舶職
 員法、船舶設備関連法規、船員労働安全規則、漁船特殊規定、船舶安全法、海洋汚
 染および海上災害の防止に関する法律、海洋法等について講義実習を実施した。
④機関学 機関概要、機関当直、機器の操作・日誌の記入等について講義実習を実施
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  した。
⑤漁業実習および海洋観測実習漁具、魚群探知機及び解析装置、油圧装置等の関連
 機器の構成・名称・操作・材質等、漁獲物の流通ついて講義見学等を行うとともに
 東シナ海においてトロール実習（Photo．3）やCTDによる水温・塩分・霜露酸素
 等の鉛直方向の観測（Photo．4）、10NESSネットによるプランクトン採集及ひ
 ADCP、 LADCPによる潮流測定を行った。
動「1聾瓢1柴 軽
羅
Photo．3 ’llrawl gear Photo．4 CTD practice
⑥大学院トロール実習
   東シナ海の大陸棚における生物をトロール漁業にて捕獲し、その魚種や資源量
  を把握する（Photo．5）。また計量漁探やCTDを用いて東シナ海の塩分濃度や角
  群の存在を実際にデータに記録し解析することを目的としている。専攻科26名、
  大学院生16名が参加した。今回の実習中10NESSネット観測（Photo．6）の詳
  験を伊豆沖にて、またCTD及びLADCP（水深4500m）による海洋観測を行った。
  トロール操業実習は2日間、網目を小さい内網をつけての30分間曳きを7回実旅
  した。その他として船体データ解析装置及び船体動揺計測及びトロールワイヤ¢
  張力などの測定を行った。
   び コ  灘
騒、
Photo．5 Fish Sorting
灘
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 ／へ
罫琶繋や
Photo． 6 loness net
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航海日程（Cruise Itineraries）
Port Distance
@（miles）
Arrival DateDeparture Date
Tbkyo Oct．．07，2002
@  11：5248．0
Tateyama Wan Oct．08，2002
@ 06：24753．4
Oct．．07，2002
@  15：13
Fishing ground Oct．23，2002
@ 17：06407．7
Oct．10，2002
@ 05：58
Oct．14，2002
@ 11：07
Kerama Shoto
`ka Sima off25．3
Oct．132002     ，
@ 13：00
Okinawa
rhinko・wharf
mo．3
Oct．14，2002
@ 13：13
Oct．16，2002
@ 06：47
850．0
Tateyama wan Oct．18，2002
@ 22：34
Oct．19，2002
@ 05：5144．1
Tbkyo Oct．19，2002
@ 09：26
Tbtal Distance2128．5 ，
Run Hour 153’09． Total Distance 2128．5 miles．
Average Speed 13．848 knot． Lay Hour 112’02
Drifting Hour 46’49
3．2航跡図（Track Chart）
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3．3航海撮要日誌（Abstract Log）
月日 正午位置Position碇泊場所
航海
條ﾔ
航走
覧｣
平均
ｬ力
碇泊
條ﾔ
漂白
條ﾔ 天候 風
更正
C圧 温度℃
DATE緯度Lat経度LongLocation
且our－
lin
Run
liles
Ave．
rpld
Hour・
lin
Hour
lin「th 風向 風力 hpa大気 海水
10月7日35－38．18N139－46．17E
晴海埠頭．
ﾙ山湾 00－080．2 L5023－52 00－00
bc SSW5 1009．028．0 23．0
10月8日34－31．53N 138－22。55E館山湾 09－22132．214．1314－3800－00C W 6 1017．522．6 24．7
10月9日31－06ユ8N133－0534E 23－43370．7 15．6300－00 00－17o W／N 3 1022．522．226．8
10月10日30－59．54N127－2L51E 21－57315．814．3900－00 02－03bcENE5 1024．223．9 26．0
10月11日30－49。78N 127－43．43E09－0561．6 6．78 00－0014－55bc E／N 4 1020．025．4 26．0
10月12日29－27．88N127－46．荏9E 10－35118．2ll．1700－0013－25bc SE 5 1016．526．6 25．8
10月13日26－15．85N 127－12。55E
慶良問
箔 18－52202．5 10．7300－00 05－08
bc NE小丁 3 1015．428．027．3
雀。月同日 26－10．08N 127－28．15E那覇 01－5319．7 10．4622－07 00－00b E 2 1017．526．4 27．0
董O月15日26－14。22N 127－40，76E那覇 Ol－1313．4 11．劔 22畷7⑪o－o⑪ bcNWIW2 1019226．9 26．6
10月16日27－2羅．94N128－45．57E ⑪5－13 86．1 16．5118－47⑪⑪一〇⑪ bc N 3 1019．126．2 27．6
耳⑪重唱7日31－22，18N 133－28．87E2卜00364．0 17．3300－00 03－00bcNE∠N蟄 102⑪。⑪25．3 26．3
1⑪月18日33－30。05N 137－35，81E17－28254．2 14．5500－00 06－32bcENE4 1019．52墨．3252
10月19日
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石丸
林
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研究員・乗船学生氏名①蜘cto藤es of Scie謡is捻綴C撚砿膿B⑪a掘）
昌彦
 十
哲仁
誠一一
裕二郎
東京水産大学 教授
東京水産大学 教授
東京水産大学 教授
東京水産大学 助教授
東京水産大学 助手
東海  正
長島 秀樹
東京水産大学 教授
東京水産大学 教授
土屋 光太郎  東京水産大学 助教授
茂木 正人  東京水産大学 助手
実習補佐員
湯   下
山口  繁
鳴海 吉洋
井原 僚子
東京水産大学修士課程D2
東京水産大学修士課程D1
東京水産大学修士課程D1
海洋生産4年（卒業研究）
横田
甘糟
原田
田原
型押
和夫
友佳子
陽三
東京水産大学修士課程D2
東京水産大学修士課程Dl
東京水産大学修士課程M1
（トロールビデオ撮影）
大学院実習生
陳  融斌   東京水産大学修士課程
Mokhama“Dahri Iskandar 東京水産大学修士課程
池田  誠  東京水産大学修士課程    阿保 純一
江原 美穂  東京水産大学修士課程    王  莉莉
日下 朋子  東京水産大学修士課程    斎藤 真由
東京水産大学修士課程
東京水産大学修士課程
東京水産大学修士課程
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嶋田 啓資  東京水産大学修士課程
原田 真美  東京水産大学修士課程
本間  謙  東：京水産大学修士課程
山中 大輔  東京水産大学修士課程
Roza Yusfiandayani（特Bl」聴講生）
多田 英子
平田 康子
柳瀬 一尊
渡辺 陽子
東京水産大学修士課程
東京水産大学修士課程
東京水産大学修士課程
東京水産大学修士課程
乗船実習学生
會川 鉄太郎
東  妙子
石川 朋広
市川 将史
稲田 真理
植田 友子
戎屋 光一郎
乙幡 るり子
折井 麗子
川田 悠子
君島 洋平
捌野  ふみ
後藤 和政
小林 奈々
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
，果tFx 7K J笙フて字尋灰科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
斎藤 道雄
貞松 謙太郎
猿田 興志
須貝 洋紀
富永 実与
萩谷 明子
平田 尚子
福地  紫
山水 洋介
山川 隆之
和佐田健二
田母神 崇
近藤 隆史
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
東京水産大学専攻科
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3．5 調査報告（Survey Report）
               3．5．1 トロール実習記録
        小池義夫・野田明・林敏史・浜田浩明・山崎紗衣子
                （東京水産大学練習船）
                Trawl fishing practice
   KOIKE Yoshio， NODA Akira， HAYASHI Toshifumi， HAMADA Yoshiaki and
                YAMASAKI Saeko
        （Tokyo University of Fisheries， Research and Training Vessels）
1．実習概要
   平成14年度大学院乗船漁業調査特別実習におけるトロール調査は、東シナ海（Fig．1）
  において10月22，23日の2日間で計7回の操業を行った。漁場環境の把握、漁具の構
 成、魚群探知機による資源量算出、トU一ル操業、漁獲物の分類を行い、現存量の推
  定する実習を行った。以下に海洋観測データ、漁具、測定機器及び測定データ、漁獲
 物及び現存量を示す。
2．漁具構成
   今回の漁具（Fig．2）は身網全長39．1m、目合が網手前から200mm、140mm、100mm、
  そしてコッドエンドの部分に目合17．5mmの内張を取り付けた。船速約3ノットで航
  行し、30分間曳網した。トロール操業の日時及び海域（Fig．1）は以下の通りである。
                  鬼調
                  No．1 ，2 “ l                                l
     ボ・
   評
謡＿ノ＿
120回
Fig．1 ’llrrawl fishing ground （No．1－No．5） ＠ ’llrrawl point
    オッターペンネント 10．1m論鑑竺ワー一
、遊びワイヤー14．9m
           上部網ペンネント 27．4m 一x
                 ・！x・4一一一一f．
ハンドロープ（打抜きタイヤ）
浮子300㎜、耳付
／
／
26pcs（浮力合計：252．2kg）
孫盆㎜ツ‘＼襯凝診ラン，蒜’
       下部網ペンネント 27．4m
  Fig． 2 Construction of Trawl net
父   、、 s
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Photo．1 Trawl fishing
Table 1 Trawl Condition 2003 Oct 10th（No．1－4）／11th（No．5－7）
TensionS（ton）
TensionP（ton）
Depth（m）
Warp length（m）
Sea Temperature
Wind（deg，m／s）
Current（deg．kt）
  2．2 3．2
  4，1 5．0
  98 113
  350 350
  26．0 26．1
060e／10．1 0530／9．7
309e／1．3kt 3260／1．4kt
  3．6
  4．3
  100
  350
  26．1
053e／11．2
044e／O．7kt
  3．1
  3．6
  130
  350
  26．0
0560／102
0goe／o．skt
  2．6
  3．7
  149
  430
  25．9
0840／8．0
2890／O．6kt
  2．5 4．2
  35 4．3
  150 141
  400 410
  26．1 26．1
094e／7．7 098e／8．2
335e／O．8kt 0590／O．4kt
Latitude N
Longitude E
Towing Hour
Course
Distance
30－51．7N
127－25．2E
 O：30
450／3．5kt
  18
30－57．3N
127－24．4E
  O：30
320e／2．3kt
  O9
31－02．IN
127－21．4E
 Oi31
soe／3．5kt
  18
3レ048N
127－25．5E
  O：30
0500／1．98kt
  1．8
30－43．8N
127－47．IE
  O：30
030e／3．5kt
  1．7
30－51．7N
127－44．2E
  O：30
0200／3．8kt
  1．6
30－57．IN
127－46．8E
  O：30
0400／3．3kt
  1．6
Table 2 Towing distance and towing square measure
station 1
station 2
station 3
station 4
station 5
station 6
station 7
3．33
1．67
3．33
3．33
3．15
2，96
2．96
O．067
0．033
0．067
0．067
0．063
0．059
0．059
＊緯度経度30分升目海区面積（A）：3086913600㎡
＊現存量は、（漁獲尾数／0。3）×（漁区面積／曳網面積） で算出した。
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Table 3 Resource of 6 fishes by catch
statlon 1
station 2
station 3
station 4
station 5
station 6
station 7
1
12
20
55
49
20
26
154333 92
3704000 14
3086667 20
B488333 12
8007176 321
3472500 35
4514250 43
14198667 42
4321333 27
3086667 71
1852000 132
52455176 43
6076875 196
7465875 86
6482000 27
8334000 24
10957667 3
20372000 20
7026706 52
34030500 46
14931750 70
4167000
7408000
 463000
3 86667
8497412
7986750
12153750
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＊表；キ璽イ．マアジ，、カイワリ．マトウタイ．ケンサキイカ、ヤマトカマス、イボタイの漁獲置数及び現在量
3．結果
 トロールの状況（Tabfte 9）は30分曳きで7回、水深は約98～9SOmの海底を曳網
した。トロールの漁獲物（Table rfkに各回の漁獲物表を示す。）の中から比較的漁獲量
の多かった6魚種（体長組成をFig 4に示す。）を選び、曳航距離と曳航面積（Table
2）と漁獲数から現存量（Tabge 3）を算出し、資源量解析の実習を行った。なお、曳
網中のトv・一一一ル網にかかるワイヤーの長さと張力は、（Fig．3に4回目と5回目の曳網
時の張力及び長さを示す。）より平均して長さ300m、張力2。5 ton～3．O to鷺である。
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Fig． 3 Condition of wire tension and wire length in towing ’1｝rawl net
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 また、今年度資源解析の対象とした各魚種の体長組成を（Fig．4）に示す。なお昨年1：
はヒラツメガニを対象としたが、今回はアカアジを解析の対象とした。
誕
羅i
；， ‘，g L一
（a）Decapten｛sアカアジ
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Fig．5 Histogram （Length and Number） of Fishes （（A）”一（F））
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Table 4 Catch Fish name and number
科 Family 和名 0珈1’5礪名ノ命θα吾5 0璽小名ノ 1回目 2回目 3回目 4回目5回目 6回目 7回目
モヨウカスベ κ∂ノ∂    P            ．ﾝα’郎ρ111a 3 5 340 ガンギエイ Rajidaeソコガンギエイ属sp． 2 12 10
ニラミアナゴ属SPP． 血ねδ0ノη∂ 脚， 90 163 アナゴ Congridae
シ．ロアナゴ ．4ηゆ50zηa 23 18 40
76 ．ネズミニギス Gonorynchidae．ネズミギス 伽ηo！ア刀訪～’5 θか伽z忽z’3 2
86 ニギス Argentinidaeカゴシマニギス ∠4θ8θη血力∂ 舶805ゐ珈aθ 26 33 7 160 125
104     ーVヤチブリ Ateleopodidaeシャチブリ属sp． 窺θ幻qρこ’3 m3ρ0刀1α15 1
105 ヒメ Aulopodidae ヒメ 孟ψρ己’5 m翠0η1α’5 1 63 128
マエソ 3a［ηゴ（治 5ρ．1 2 1 2107 エソ Synodontidae
チョウチョウエソ 角η10げ己」5 盟ao坦ρ5 3 15 20 2
130 サイウオ Bregmacerotidaeサイウオ 翫θ8皿8㎜5 m3ρ0η1α’5 1
131 ソコダラ Macrouridaeトウジン属sp． oaθノbエ加。加8 m角00η1α’5 3
ヨロイイタチウオ 刀∂卿伽孟幽 躍7刀餌∂ 1 1 1 1133 アシロ Ophidiidae
シオイタチゥォ A㊨o砂型孟θ3 訂のヒ01己’5 1 1
アンコウ ムρρゐ1伽αθ 5θ豊門3 1 1 1137 アンコウ Lophiidae
キアンコウ ムρρゐ1’z15 z～‘こ面刀 1 1
139フサアンコウ Chaunacidaeミドリフサアンコウ α～θ‘，z1獄 ∂わθ∫ 1 1 1
140 アカグツ Ogcoceophalidaeワヌケフウリュウウオ 漁ノ6加ρ諮 加融釦摺 1
158マツカサウオ Monocentridaeマツカサウオ 躍∂πooθz1血7台 ・ノ姻0η10∂ 1
        ．            ．    ．  ．
Jガミダイ 励ηρρ甜冶 刀θわこ～わ5∂ 1．162      馳}トウダイ Zeidae マトウダイ 旋ど’5 南加r 24 3 25 52 46 70
P75 サギフエ Macroramphosidaeサギフエ 1物αり遡即加5こ’5 5ω＠∂x 12 2 1 0 143 11292
 ．
P88 ユメカサゴ 旋加。んηηi’5 加撚田ゴ。透 2
1 3 1
フサカサゴ Scorpaenidae
イズ．カサゴ 伽塑3θz18 12θz7515 1 ユ
191 イボオコゼ Aploactinidaeアブオコゼ 盈ゴ自ρカθκ    ．   ．ﾏ0鼠壁 2
カナガシラ属spp． 五βρf（わ加惣 70 71 99 82 151 230193 ホウボウ Trighdae
ソコホウボウ 不’明 不’男 2 5
       ．P95  アカゴチ
      一          ．f  Bembridae ア．カゴチ βθzηわ1盟3 潜門。η皿∂ 3 4 1 2
198  ハリゴチ Hoplichthyi（玉aeナツハリゴチ 地勲肋伽3 飴双95面z澄ゴ 120glセミ．ホウボウ Dactylopterid翫eホシセミホウボウ    五冶fooα’5 ρθ孟θ畑θ加 7 2
5
アカムツ Ooθぬ漉1寵2 わθ贋01漉5 1 13 5 6
216ホタルジャコ A幽盆。伽idae スミクイウオ 募卯岬甲5 m畠DO丑～α’5 26 12 56 18 15 25
スミクイウオ属sp． 291
        ．π．『
rerraridae@       馳ヒメコタイ 6乃θ癬ψθκ∂ 力加1η凶舶。θβ 5
1
219 ハタ
アラ A吻加刀   ，揩Pη05星’θ 8
チカメキントキ α10左θ01αθ m3ρ0η1α’5 2 10 1 2230キントキダイ Priagan伽δae
キントキダイ 翫ao8刀6加5η2θα3do∂刀孟力乙～5 2
233       ．Aマダイ Brabchiostegidaeアカアマダイ 魚aη（治foθ‘鍔己’8 m岬）0躍ω5 3
アカアジ oθ6理ρ‘θ∬i」5 ヨ舶∂始∫ 398
Aジ
モロ z）θα膨θ川5 η7∂CZり501η∂ 172
240 Carangidaeオアカムロ 1）θα～μθr‘15 ‘aわノ 8
カイワリ 幽∫wヨ刀ガα5 θσ1ππa 27 71 132 43 196 86
   ー}アジ 勲（竹己πお m8ρ0〃∫α置 92 14 20 13 321 35 43
249 イサキ Haemuridaeセトダイ 飴盟㎏θ那 zη∂αりz13‘z’5 1 1
250イトヨリダイ Nemipteridae   馳Lスジタマガシラ ぬ盟500勿曲     「U0θθη51θ 1
251 タイ Sparidae   LLダイ oθ漉侃 癒η11肋z15 1 12 20 55 49 20 26
255    「qメジ Mullidae ヒメジ のθ刀θ己’5 m姻0η1α」5 20 5 6 1 36 15
267 アカタチ Cepolidae アカタチ 』6∂濡加。βρo如 舶川5θη5‘θエη君 2 2
278 イボダイ Centrolophidaeイボダイ 角θηqρ5∫5 ∂刀α刀ヨ盈 2 1 57 116
300 ワニギス Champsodontidaeワニギス α～a即50面η 5塀ゴb■ゴ 32 13
303ミシマオコゼ Uranoscopidaeキビレミシマ 翫3π偲岬α5 m禦。乱～α乙9 1
ベニテグリ ∫bθ‘（肥P己’5 ∂ノロ1㌍飴 1 1311 ネズッポ Callionymidae
ネズッポ科sp． 1
330 カマス Spyyraenidaeヤマトカマス 助興召θ刀a メ3ρo刀1加 22 5 6 10 6 7 3
332 タチウオ Trichiuridaeタチウオ 乃ゴ助加1・己’5 m嗣0丑1α15 115 5
336 コケビラメ Citharidae コケビラメ α’加㎜油5 丑1∂αη毎ρf面如5 2
メイタガレイ 飾α即η勧吻響 00∬η己’加5 1 1
カワラガレイ ％θ曲P5θ‘6a μ加魏z’5 1 10 1339 カレイ Pleuronectidae
ナガダルマガレイ属sp． 6
ヤツメダルマガレイ 不弓9 不男 6
344ベニカワムキ Triacanthodidaeベニカワムキ 別∂oaη功。ゴ∂5 ∂〃。加∂1z～5 6 11 2 1
クロサバフグ ムθ80α～ρ加／正’5 8勿yθrゴ 9 2351 フグ Tetraodontidae
ヨリトフグ 5励。θ即漉5 m理ρ0刀10H5 16 5 1
357 カワハギ Monacanthidaeサラサハギ Z西8zη丑κoη正’8 加∂響正1θ 7 17 1 3 2 1 1
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